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経済学研究 42-1
北海道大学 1992.6

垂直的に差別化された財の貿易

ヘクシャー・オリーン・アプローチ一一一

千葉

1.序

伝統的な国際貿易モデルは，主として産業間

貿易を分析の対象としてきた。これに対して，

近年産業内貿易を，差別化された財を導入した

貿易モデルで，説明する試みがなされている。

財の差別化には，水平的差別化と垂直的差別化

の二種類がある。水平的差別化とは，価格には

それほどの差はないが，色，デザイン，ブラン

ドなどにより，財を区別することである。水平

的に差別化された財の経済モデルは，チェンパ

レン (Chamberlin，E.，1950)により提示され，

それを国際貿易モデルに適用したのが，クルグ

マン(Krugman，P.， 1979，1981)やランカスター

(Lancaster ，K.， 1980)である。クノレグマンは，

財のバラエティの増加を望むような代表的個人

のモデルを考え円ランカスターは消費者の好み

が一人一人異なるモデルを考えた2)。

他方，垂直的な差別化とは，高級品と低級品

などのように，質により財を区別することであ

*)この論文は， 1991年度理論・計量経済学会において，
発表したものを基礎としている。その際，井川一宏
教授から，多くの有益なコメントをいただいた。そ
のことに対して，ここに感謝する。
1)消費する財の多様性を好む効用関数を考えたのは，
デキジット・スティグリッツ (DixitA.and J .Stig. 
litz，1977)であり，クルグマンはそれを国際貿易に
応用した。
2 )二人のモデルはまったく異なっているが，貿易の根
拠はまったく同じである。すなわち，社会全体とし
ては，財の種類が多いほど利益となるので，貿易が
行なわれるのである。

隆生*l

る。垂直的な差別化の概念は，チェンパレンに

よりすでに主張されていた。その概念を国際貿

易に適用したのがリンダー(Linder，S.， 1967)で

ある。しかし，より具体的に貿易モデルとして

提示したのは，ブラム・ヘルプマン (Flam，H.

and E.Helpman，1987) とファルベイ・キィー

ツコアスキー(Falvey，R. E. and H. Kierzkows. 

ki，1987)である。ブラム・ヘルプマンは，質の

高い財ほど多くの労働を必要とする一要素モデ

ルを展開し，ファルベイ・キィーツコフスキー

は，差別財が労働と資本により生産され，資本

投入量が質に依存する二要素モデルを展開した。

ブラム・ヘルプマンとファルベイ・キィーツ

コフスキーのモデルに共通な点は，投入係数が

固定されていることである。その意味で，これ

らはリカード・モデルといえよう。そのため，

生産技術の格差が貿易パターンを説明し，技術

格差が存在する限り，同じ産業に属してはいる

が質がわずかづっ異なる差別財が，互いに輸出

入される。したがって，産業内貿易は必ず生じ

る。しかし，投入係数が要素価格にまったく反

応せず，常に一定であるという仮定は，極めて

非現実的である。そこで，この論文では，垂直

的に差別化された財の貿易モデルにおいて，投

入係数も内生的に決定されるような一般均衡モ

テeルを考察する。その意味で，このモデルは，

垂直的に差別化された財のへクシャー・オリー

ン・モデルであるといえるかもしれない。

まず，同質財は労働と資本により，収穫一定

の下で生産されると仮定する。次に，垂直的に
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差別化された財も，労働と資本によって，収穫

一定の下で生産されるが，必要とされる労働と

資本の量は，要素価格や生産量のほかに，質に

も依存すると仮定する。前半では，一般的なモ

デルを示すが，後半では，モデ/レを特定する。

具体的には，労働投入量は質とは独立に決定さ

れるが，資本は質が高くなるほど，多くの投入

量を必要とするコブ・夕、グラス型の生産関数を

仮定し，分析を行なう。

消費者は，労働賃金と資本レンタルから収入

を得る。資本所有量は，個人により異なると仮

定する。この資本所有量の格差が所得格差に反

映する。消費者は個々人の所得に応じて，同質

財を数単位と，垂直的に差別化された財のある

質をー単位だけ消費する。

これらの仮定の下で，以下のような結論が得

られる。(1)垂直的に差別化された財は質ごと

に資本集約度がわずかづっ異なるため，その産

業全体では，資本集約度に幅ができる。その資

本集約度の幅の中に，同質財の資本集約度が存

在するとき，産業内貿易が生じ，一方の国は高

級品に比較優位をもち，他方の国は低級品に比

較優位をもっ。(2 )へクシャー・オリーン定理

は，ネットでは，垂直的に差別化された財の貿

易においても成立する。(3 )ある国が差別化さ

れた財の輸入に関税を付加すると，その国が輸

入している差別財の一部を，国内で自給自足す

るようになる。このような財は，比較優位が逆

転する前後の財，すなわち，外国と最も激しく

競争している財にみられる。

本論文は以下のように構成される。第II節で

は，一般的なモデルが示され，第凹節，第IV節

では，モデルを特定化した形で分析が行なわれ

る。第V節では，関税が貿易パターンに与える

影響について分析され， VI節で結論が述べられ

る。

II.一般的モデル

消費者は，同質財を y単位と垂直的に差別化

された財を一単位消費する。垂直的な差別化と

は，質による差別化である。消費者は所得に応

じて，ある質の財をー単位消費する。質は Zで

表わされ， [0，∞)の範囲で zが大きくなる

ほど，財の質は高くなると仮定する。

効用関数 V=V(y， z)は，次のような属性を

もっと仮定する九

au/δy> 0，δu/δz> 0， 

a'u/δy'< 0，θ'u/δz'< 0 

JlTaU/δy=+∞， jl守∞δu/δy=0 

lim au/az=+∞， lim au/θz= o. 

実質所得をI(h)とすると，所得制約は，

I(h)= y + p (z) 
と示される。ただし， hとは資本所有量であり，

個人により異なる。それが所得格差の根拠とな

る。 hは所得クラスの指標としても使われる。

p (z) は差別財の価格であり，質により異なる。

同質財をニューメレールとする。したがって，

その価格は 1である。

効用極大化問題は次のように示される。

Max. U=U(y.z) 

s.t. I(h)=y+p(z). 

これを解くことで，同質財の量と差別財の質に

対する需要関数が，次のように示される九

yD(h)=yD(I(h)) 

z D(h) =z D(I(h)). 

ただし，1(h)は資本をh単位もつ個人の所得で

あり，所得クラス hに属するある個人の所得で

ある。したがって，同じ所得クラスに属する個

人は，皆，同ーの所得を得る。 hは[hmimhmaxJ 

の聞に連続的に分布していると仮定する。

個人の所得は，労働に対する報酬と資本に対

する報酬の和である。各個人は一単位の労働と

3 )これらの仮定より，必ず内解が存在する。

4 )一般的には，消費者に需要される質 Zは，その消費

者の所得と差別財の価格に依存するが，このモテール

では，差別財の価格は質 Zに依存するので，消費者

が Zを選択するという乙とは，価格を選択すること

にもなる。したがって，需要関数は所得のみの関数

として示されるのである。
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数単位の資本を所有するが，この資本所有量が

個人によって異なると仮定する。したがって，

所得格差は，個人が所有する資本量の差に起因

する。例えば，資本をh単位所有する個人の実

質所得は

I(h)ニw+rh

と示される。ただし， w とは実質労働賃金， rと

は実質資本レンタルである。このように，ある

個人の実質所得I(h) は，その個人の資本所有量

hに依存し，資本所有量が異なる個人は，その

実質所得も異なる。個人が所有する資本の合計

は，資本賦存量と一致するので， Kを資本賦存

量とすると，次式が得られる。

f hn(l州h=K
ただ、し，n(h) は所得クラス hに属する個人の人

口密度関数， Nは総人口である。 n(h)が所与で

あることから，この式は所得分布の形を与える

式である。この式は内生変数を含まないので，

モデ、ルの決定方程式には含まれない。

同質財は，規模に関して収穫一定，完全競争

の下で，労働と資本により生産されると仮定す

る。 Ly，Kyを同質財産業に雇用される労働量，

資本量，Yを同質財全体の生産量とすると，完

全競争より，次式が導かれる。

Lyw+Kyr=Y. 

この式は，収穫一定仮定より，次のように変形

される。

CLy(w/r)w+CKy(w/r)r= 1. 

ただし， CLy(w/r)， CKy(w/r)は同質財の労働の

単位投入係数，資本の単位投入係数である九

5 )企業は財の価格を所与として，利潤極大をはかるた
め，雇用する労働量，資本量を選択する。すなわち，

Max.πyニf(Ly，Ky)ー (wLy+rKy). 

ただし， f (Ly，Ky)は企業の生産関数，7Cyは利潤で

あり，財の価格は1である。これより，雇用される

労働量，資本量は

Ly=Ly(w/r) Ky=Ky(w/r) 

と示され，単位投入係数もw/rの関数となる。

垂直的に差別化された財も，規模に関して収

穫一定の下で，労働と資本により生産されると

仮定する。ただし，需要される労働量と資本量

は，質によって異なる。したがって，生産関数

は，労働と資本，そして質の関数であり，労働

と資本に関しては一次同次である。各企業は利

潤極大をめざして，労働量と資本量を選択し，

生産量を決定する。質は企業にとってパラメー

タであると仮定する。すなわち，企業は，潜在

的にはどの質でも生産可能だが，一度ある質を

選択すると，それ以外の質を生産することはで

きない。各質ごとに生産される量は，消費者が

一単位づっ消費するので， n (h) Nと示される。

この量は各企業の生産量より十分に大きい数で

あると仮定する。したがって，同じ質を生産す

る企業は，たくさん存在し，完全競争が成立す

る。すなわち，

CLZ( w /r，z)w + CKZ( w /r，z)r=p(z). 

ただし， CLZ (w/r， z)とは質Zの労働投入関数，

CKZ (w/r， z)とは質Zの資本投入関数である九

p (z) は同質財ではかった質zの価格である。

他方，消費者が需要する質は， hの関数とし

て示される。 hとZが一対一対応であると仮定

すると， hが [hm1n> hmaxJの聞に連続的に分布

しているので，生産される質Zも， [Zml川n，Zm町ma旧臨a

の間に連続的に存在する。さらに要素市場にお

いて，完全競争，完全雇用を仮定すると，次式

を得る。

ωw/JF(h)n(山 h十

fC巾/口(h))n(刷 dh=L

6 )ある質 Zを生産する企業にとって，利潤関数は，

πz~ p(z) f(Lx，Kx I z) ー (wLx十rKx)
と示される。したがって，雇用される労働量，資本

量は，

LxニLx(w/r，z) Kx=Kx(w/r，zx) 
となる。よって，単位投入関数もw/rとZの関数と

して示される。
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山ωωy(州(

ブ下;LKz ( 山 (也ω刷h削附)川)副仙h耐山)
ただだ、し， Lは労働賦存量， Kは資本賦存量を表

す。

以上より，閉鎖経済モデルは以下のようにな

る。

(完全雇用条件)
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(完全競争条件)

CLYw+cKyr= 1 

CLZw+CKZr=p(z) 

(技術条件)

CLY=CLY(w/r) 

CKY=CKy(w/r) 

CLZ=CLZ(w/r，z) 

cKz=cdw/r，z) 

(需要条件)

yD=yD(h) 

ZD=ZD(h) 

(財市場均衡条件)

y=yD(h) 

z=zD(h) 

(実質所得定義式)

I(h)=w+rh 

財市場の均衡条件式のうち一本は，ワルラス法

則により省かれるので，式の数は12本となる。

ただし，財市場均衡条件式のうち 2本目の式

は，量ではなく，質を決定する式である。質Z

の需要量はn(h) Nであり，これは所与である。

内生変数は， CLY， CKY' y， yD， w， r， CLZ' CKZ， 

z， ZD， p(z)， 1 (h)の12個である。 w，r， p(z)， 

I(h) は，すべて同質財ではかった実質的なもの

であり，同質財がニューメレールで，その価格

は1である。 L，K， N， hはパラメータであ

る。 Lは労働賦存量， Kは資本賦存量， Nは総

人口， hは所得クラスhに属する個人が所有す

る資本所有量を表し，所得格差の源である。式

と内生変数の数は一致しているので，理論的に

はこのモデルの解を求められるはずである。し

かし， CLZとCKZはzに依存するので，この関数型

を特定しなげれば，モデルを解くことはできな

いし，ジョーンズ・タイプの定式化のように，

行列式の形で表わすこともできない。また一般

的には，n(h)の関数型も特定しなければならな

い。なぜならば，均衡価格は，一般に，所得分

布の形状に依存するからである。ただし， n(h) 

は，生産関数によっては，特定する必要はない。

具体的には，生産関数をコブ・夕、グラス型にす

ると， n(h) を特定せずに，モデノレを解くことが

できる。したがって，以下では生産関数をコブ

・ダグラス型として，議論をすすめていく。

III. コブ・ダグラス型生産関数のモデル

以下では生産関数をコブ・夕、グラス型に特定

して，要素賦存量と要素価格，比較優位との関

係，そして自由貿易均衡などを分析する。はじ

めに，同質財の生産関数を

Y=Lya'K/'α'+β'= 1) 

と仮定する。ただし，イとβFはOより大きく，

Iより小さいパラメータである。費用最小化よ

り，次式が得られる。

L斗手予)β'y (1) 

Kベ手予)1ーが ( 2 ) 

これは同質財が収穫一定で生産され，単位労働

投入関数，単位資本投入関数が，相対賃金のみ

の関数であることを示している。同質財の価格

を1とすると，完全競争均衡仮定より，

p弓(手予)ーβ=1 ( 3 ) 

である。
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次に差別財の生産関数を

X=Lx
a (Kx-czX)β(α十β=1) 

と仮定する。ただ、し， Xはある質の生産量 z

は質を表わし， α，βcは正のパラメータで，

0<α< 1， 0 <β< 1である。この生産関数の

特徴は，以下の労働と資本の単位投入関数のと

ころで，明らかとなるだろう。費用最小化より，

Lベ手予)βx

Kx=[ (!予r-s+ 
( 4 ) 

( 5 ) 

と示される。したがって，差別財も収穫一定で

生産される。単位労働投入関数は，相対賃金の

みの関数で，質からは独立であるが，単位資本

投入関数は，相対賃金だけでなく，質にも依存

し，質が高くなるほど，その生産には多くの資

本が必要とされる 7)。このような生産関数は，労

働を単純作業をする労働者，資本を人的資本と

考えるとわかりやすい。なぜならば，多くの工

業製品は垂直的に差別化されており，高級品の

多くは，高度な技術をもった熟練工を相対的に

多く必要とするのに対し，大量生産される低級

品は，単純作業をする労働者を相対的に多く必

要とするからである。例えば，衣類の場合，パ

ーゲン品のような低級品の生産には，デザイナ

ーなど熟練した人的資本は余り必要ないが，オ

ートクチューノレのような高級品の生産には，優

れたデザイナーやデザインを正確に具現化する

熟練した針子など，多くの人的資本を必要とす

るだろう。

各企業は一つの質の財を生産するが，差別財

のあらゆる質において，需要量は各企業の生産

量より，十分大きいと仮定する。したがって，

7)投入労働量が質とともに増加する場合でも，基本的

には結論に変わりはない。ただし，その場合は，

Lx= [(作)~斗 x
となる。

同じ質を生産する企業は，いくつも存在し，完

全競争が成立する。したがって，均衡では，

p(かさ(!予)β+crz ( 6 ) 

が成立する。

消費者は所得に応じて，同質財を数単位と差

別財のある質をー単位だけ消費する。ここで，

効用関数を次のように特定する。

U = alogy+ blogz 

ただし a，bは正のパラメータであり yは

同質財の消費量を表す。所得制約式は，

I(h) =y+p(z) 

と示される。ただし， hはある個人の資本所有

量であり，所得クラスを表わす指標でもある。

I (h)， p (z)は，ともに同質財ではかった実質

的な所得と差別財の価格である。所得制約の下

で，効用極大化をはかると，次式が得られる。

「
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(7) 

ボh)=オb[I( h) 一子(!予rß]c~ (8) 

これは，所得クラス hに属する代表的個人が需

l 要する同質財の消費量と差別財の質である。同

質財に対する需要量yは， (1)式， (2)式より，

(5予)ーβy

単位の労働と，

(~予r
ß

単位の資本に対する需要に置き換えられる。同

様に差別財の質z一単位に対する需要は，(4) 

式， (5)式より

(円)一β
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単位の労働と，

[(詳rβ+叶
単位の資本に対する需要に置き換えられる。こ

れらの労働と資本に対する需要に(7)式， (8) 

式を代入し，合計すると，要素市場均衡式は以

下のようになる。

L=L((日)ーβ辻b[削-
:(円fs]+(~予)β} n(h)Ndh (9) 

K=:T{ (日)トβ三百[則一

: (~ ;fs]十(宍)トβ+品F
[ I(h)ーさ(呼fs] } n(h)N dh 日

ただし， n(h)は所得クラス hに属する個人の人

口密度， Nは総人口である。したがって，所得

クラス hに属する個人は，全体でn(h)N人存在

する。以上のように，財に対する需要を要素に

対する需要に置き換えることで，生産関数を基

本的にコブ・ダグラス型に特定した場合の閉鎖

経済均衡は， (9)式及び(10)式に集約される。

要素賦存量と要素価格の関係は(9 )式と(10)

式から簡単に得られる。(9 )式を(10)式に代

入し， (3)式を使って整理すると，次式を得る。

E=A予+(~-A)(~) 守rβ

ただし， AEEJJ7である。
αd  α 

(11) 

8) (11)は，簡単化のため， L=Nとして，導かれた
式である。このように，相対賃金が要素賦存比率の
みの関数となり，所得分布の影響を受げないのは，
生産関数と効用関数がともに，基本的にコブ・夕、グ
ラス型であるためである。しかし，一般的には，相
対賃金の決定は，所得分布にも依存する。

このように，均衡要素価格は所得分布とは独立

K/L 
に決定される8)。五7子>0，0<1一β<1 

なので，

A十(1一同(~-A)(~) ーβ(予)β>0

と示される。したがって， K-L>(<) 0なら
ば，¥V-f'>(<)0である。ただし A は変化率を

表わす。したがって，相対的に資本が豊富な固

は，実質レンタルに比べて，実質賃金が高いこ

とがわかる。さらに(3 )式より，次式を得る。

(1一β')元+β壬=0 (12) 

(12)式は命と?の符号が，必ず逆になること

を示している。よって，

K-L>Oならば，前>0>去 (13) 
(<) (<)(<) 

である。すなわち，相対的に資本(労働)が豊

富な国は，他国に比べて，実質賃金が高(低)

く，実質資本レンタJレは低(高)いのである。

これは通常のへクシャー・オリーン・モデノレに

おけるストルパー・サムエルソン定理に対応し

ている。しかし，これは，要素価格が所得分布

から独立に決定されるように，モデルを特定し

たため，得られた結果であり，一般的には，こ

のようなことはいえない。さらに，各質の生産

量は所得分布に依存しているため，このモデル

では，リプチンスキー定理は成立しない。

N.比較優位と自由貿易均衡

ここでは比較優位と自由貿易均衡を示す。比

較優位はパラメータの値に依存するため， βを，

(i )β ミ~ s'， (ii)β<βFの二つのケース
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に分けて考える。

(j)β 主主 βFのケース

(1)式， (2)式， (4)式及び(5 )式より，

次式を得る。

Kx一β ¥yI (βw¥β 
Lx a 子+~:子) cz (α十β=1) (14) 

Ky=立w
Lyα， r (α'+β'= 1) (15) 

このように，質が高くなるほど，差別財の資本

集約度は大きくなる。β孟βFより，すべての Zに

関して，

Kx二~Ky
Lx-Ly 

が，すべての国において，成立する。すなわち，

β主βFのケースにおいては，あらゆる質の差別財

の資本集約度が，同質財の資本集約度より，大

きい。これは図1で示される。横軸は質，たて

軸は差別財の資本集約度を表している。 (14)式

よりKx/Lxはy切片がwβ/rαで， zの一次関

数である。したがって，差別財の資本集約度は，

ある要素価格比率が与えられると，質とともに

連続的に変化し，ある資本集約度の幅を形成す

る。 β孟βrより，たとえ ZがOにおいても，差別

財の資本集約度は同質財のそれよりも大きい。

( 6 )式より，

がO)=7(4)〉1βrβ

と示される。

したがって，(12)式， (13)式より，均衡要

素価格の下では，資本豊富国における質Oの価

格PK(0)はp(O)より低く，しかも資本レンタ

ルrKはrより小さいことがわかる。これは図2で

示されている。横軸は質，たて軸は差別財の価

格である。(6 )式より， p(z)の傾きはcrであ

る。このように資本豊富国はあらゆる質におい

て，低い価格で差別財を生産できる。したがっ

て，このとき資本豊富国は，すべての差別財に

比較優位をもっ。

( ii)β<βFのケース

(14)式及び(15)式より，このケースでは

Kx:::;;:~ 
一一 ーヱ (z孟主)
Lx -Ly 

Ky ~ K
ー一五~ (z>z) 

Lx' Ly 

となるEが存在する。これは図3で示されている。

すなわち， β<β'のとき，Kx/LxのytJ]片はKy

/Lyより小さく，Kx/Lxはzの増加とともに大

きくなるので，必ず'Kx/Lx=Ky/Lyとなるよう

な五が存在する。このように， β<βFの場合には，

差別財の資本集約度の幅の範囲の中に，同質財

の資本集約度が存在するのである。このとき，

資本賦存量の増加に対するp(0)の変化は， (12) 

式及び (13)式より，

p(O)>O 

であるので，資本豊富国における質Oの差別財

の価格PK(0)はp(O)より大きし資本豊富国

の資本レンタルrKはrより小さい。したがって，

図4が示される。図4も図2と同じく，横軸は

質，たて軸は差別財の価格であり，図4で示さ

れるように，この場合， p(z)とPK(Z)は必ず一

点fで交わる。したがって， β<βFの場合，資本

豊富国は資本集約度が大きいz事以上の質の差別

財に比較優位をもち，資本集約度が小さいf以

下の質の差別財に比較劣位をもっ。そして，こ

のZ*はEと一致する。その証明については付録1
を参照してほしい。

このようにある一つの財グループ，すなわち

産業が，垂直的に差別化されたさまざまな質の

財で構成されている場合，ある質より，低い質

の財に比較優位をもっ国は，その質より高い質

の財に比較劣位をもっ。この場合，同一産業の

中で，高級品と低級品の産業内貿易が行なわれ
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る。さらに，差別財産業全体に比較優位をもっ

国は，同質財産業に比較劣位をもち，この場合

には産業間貿易が行なわれる。そして，上で示

したように，産業内貿易と産業間貿易のどちら

についても，へクシャー・オリーン定理が示す

ように，貿易ノfターンが決定される的。

差別財産業では，質によって資本集約度がわ

ずかづっ異なるため，ある資本集約度の幅を形

成し，その資本集約度の幅の中に，同質財の資

本集約度が含まれるときにのみ，産業内貿易が

生じる。一方，差別財の資本集約度の範囲に，

同質財の資本集約度が含まれないときには，産

業内貿易は生じない。したがって，垂直的に差

別化された財における産業内貿易が生じるため

の必要十分条件は，差別財産業の資本集約度の

幅の中に，同質財の資本集約度が含まれること

である。この条件は，技術格差が存在する限り，

産業内貿易は必ず生じるというブラム・ヘルプ

マン型やフアlレベイ・キィーツコフスキー型の

産業内貿易モデルでは，いえなかったことであ

る。

次に自由貿易均衡についてみてみよう。技術

条件と効用関数が同ーの自国と外国が存在し，

外国は*で示すものとする。貿易の結果，両国

ですべての財の価格は一致する。すなわち，

py=py*， p(z)=p*(z) (¥fz). 

したがって， (3)式， (6)式より，

9 )ただし，一つ一つの質に関しては，メルビンの多数

財モデルが示すように，どちらの国が輸出するかは，

わからない。これは，ある質の生産に使われる資本

集約度とまったく同ーの資本集約度を，異なる二つ

の質の生産により，実現できるためである。しかし，

ネットでみると，資本豊富国が資本集約的な質の財

を輸出し，労働豊富国が労働集約的な質の財を輸出

することに変わりはない。その意味で，へクシャー

・オリーン定理は成立する。

また，どちらの国が同質財を輸出するかを明らか

にするためには，国際収支均衡式の導出が必要とな

る。すなわち，もし国際収支が常に均衡していると

仮定すると，ネットで差別財を輸出している国が，

同質財を輸入していることになる。

予(5予)-s=F(5FY
さ(件)4+crz=ヂ(!;: f"+cr*z 

(¥fz) 

となる。この二式を同時に満たす W，Wヘr，
r*は

W-W'， r-r" 
のみである。このようなwとrをWw，rwとする

と，自由貿易均衡における要素市場均衡条件式

は，第皿節と同様のプロセスから，次のように

示される。

-3(日 )β古[I(h)一
乎(!で)β]+(!~:r"}n(刷dh

+工{(咋)一β古川)一宇

(4P7)β]+(子で)β}n*(州

K+K*= r {(ヂ乎yβて手τfI(h)一
hm如、 ~W aTlJ l 

ヂ(ZF?)刊427)ト β十Fh

[ I(h)一宇(!でr"])n(h)Ndh 

十::{(予知1ーβa~b [I*(h*)-乎

(与で)つ+(4W-1uh
[ I*(h*)一宇(!でr"]} n*(州 *dh*
この二式にN=L，N*=L*，py=専門別 β

U\~ W / 

=1を代入し，整理すると，次式を得る。
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ド長=Aで+(!-A)(!)ーβ(で)'β(16)
(16)式は (11)式におけるLをL+Lキに， K

をK+K*に， WをWwに，そして rをrwに置き換

えただけの式である。したがって，自由貿易均

衡における相対賃金は，全世界の要素賦存比率

に依存し，全世界の資本(労働)賦存量が増加

すると，自由貿易均衡における相対賃金は上昇

(下落)する。

d(K/L) 
さらに，一一一一一一>0なので
d(w/r) 

K+K* ~ K E土<一一一<
L* (>)L十L*(>)L

のとき，
守町* 守
vv <主主< vv 

r* (>) rw (>) r 

となる。すなわち，自由貿易均衡における相対

賃金は，閉鎖経済のときのこ国の相対賃金の聞

に決定されるのである。したがって，貿易によ

って差別財の価格も，両国の閉鎖経済時の価格

の聞にくるのである(図ム図的。その証明及

び図に関しては付録2を参照してほしい。

v.関税と貿易パターン

ここでは各国が差別財の輸入に対して，従量

税を課すときの関税の効果を分析しよう。まず，

資本豊富国が関税を課す場合を示す。資本豊富

国が差別財を輸入するのは，β<βrのケースに限

られるので，よって分析もβ<βFのケースに限っ

て行なう。資本豊富国は差別財の輸入に対して，

従量税， t，を課すとしよう。このとき資本豊富

国の賃金WKと資本レンタルrKは変化し，差別財

の価格PK(Z) も変化する。関税を付加した後，

資本豊富国内で，輸入された差別財と価格が一

致する質を Eとすると， PK(矛)二PK(zt) +tを

満たすことから，

w
一r
一

β
一α
一

w一
α
一日

一
一
ケ

町
一
日
一

c

β

一α
一

監

α
一

-
Z
 

と定義される。

また，関税によって，賃金と資本レンタルが

変化した後も，価格が変わらない質を言とすると，

PK(訂二p(言)を満たすので，Zは次式で定義され

る。

w
一r
一

β
'
一α
一

lw一
α
一叫

ぺ

一

r

m一日一
c

β

一α
一

相川一

α一=z 

差別財の輸入が禁止されるほど高い関税を課す

と，閉鎖経済となり，その結果， rK<rとなる。

したがって，ここでは関税を課す場合も，資本

豊富国の資本レンタルが下落すると仮定する。

したがって，言>子である。また， Zはdp(言)ニ

Oを満たすともいえるので，

ト士(!)作
とも書ける。よって， z=言>0である。これは

図7で示される。太線は資本豊富圏内における

差別財の価格を示している。資本豊富国は，も

ともとE以下の質を輸入し， Z以上の質を輸出し

ていたが，関税によって， [?， -zJの聞の質を資

本豊富圏内で自給するようになる。F以下の質

は輸入され，Z以上の財は相変わらず輸出される。

次に労働豊富国が差別財の輸入に従量税，t*， 

を課すケースを考えよう。労働豊富国が差別財

を輸入するケースには， β::2:βrとβ<βFの二つの

ケースがあるので，両方のケースを考える必要

がある。

i )β主主β'の場合

関税後，労働豊富圏内で輸入された差別財と

価格が一致する質を子*とするとPK(?*) +t* =P 

(?*)を満たすことから，

J(51口(宍)一β+t*(17)
と示される。関税後も価格が変わらない質を?

とすると，その定義から，
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(18) 

である。ここでも先述と同様，rK<rを仮定する

と， 2"*<?*である。また，

示=土佐)β(予Y-s(!:_ !) (19) 

とも書ける。よって，

る=主*<0 (20) 

である。したがって，この場合，?*< 0 と?*

~O の二つのケースがありうる。図 8 は?* < 

Oのケースを示している。太線は関税後の労働

豊富国内における差別財の価格を表わしている。

この場合，関税を付加する前も後も，労働豊富

国はすべての質の差別財を輸入することになる。

一方，図9は矛* ~ 0のケースを示している。

この場合，労働豊富国はすべての質の差別財を

輸入していたが，関税後子*以下の質は労働豊

富圏内で自給されるようになり?*以上の質

が輸入されることになる。

品

t 
Z 

Z 

z=z 

ii)β<βrの場合

(17)式で定義される?*， (18)式及び(19)

式で示される言*は，このケースでも有効であ

る。したがって， rK< rならば?*>z*であ

る。ただし， β<βFなので， (20)式は，

記=量*>0 (21) 

となる。このような場合における関税の効果は

図10で示されている。もともと労働豊富国は，

E以下の質を輸出し，Z.以上の質を輸入していた

が，関税後は， [2"， ?*Jの間にある質を，労働

豊富国内で自給するようになる。言t*以上の質

が輸入され，z以下の質は相変わらず輸出される。

このように差別財に対する関税は，輸入の一

部を圏内で自給自足させる効果をもっ。しかも，

このような生産の転換は，比較優位が逆転する

Eの近傍で起こる。したがって，外国と特に激

しい競争をしている国内の企業を保護する手段

として，関税は非常に有効な手段となるだろう。

VI.結論

この論文では，垂直的に差別化された財にお
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p(z) 

PK( z) 

O z = Z* 

ける産業内貿易を分析した。労働と資本の単位

投入係数が内生的に決定される貿易モデルでは，

産業内貿易が生じるための必要十分条件が示さ

れた。それは差別財の資本集約度の範囲に，同

質財の資本集約度が含まれることである。この

とき差別財の産業内貿易が生じ，労働豊富国は

資本集約度が小さい質の差別財に比較優位をも

ち，資本豊富国は資本集約度が大きい質の差別

財に比較優位をもっ。逆に差別財の資本集約度

の範囲に，同質財の資本集約度が含まれない場

合，産業間貿易のみが生じ，労働豊富国は資本

集約度が小さい同質財に，資本豊富国は資本集

約度が大きい差別財全体に，それぞれ比較優位

をもっ。このように，垂直的に差別化された財

の貿易モデルにおいても，一般的にへクシャー

・オリーン定理が成立する。これは，直接的に

は，一人当りの資本賦存量が大きい(小さい)

国ほど，賃金が高(低)く，資本レンタルが低

(高)いためである。したがって，自由貿易均

衡における相対賃金は，閉鎖経済下の資本豊富

国のそれより小さし労働豊富国のそれより大

きい。自由貿易均衡における差別財の相対価格

払閉鎖経済における両国の相対価格の間に，

決定される。

図10

p(z) 

PK( z)十t*
PK( z) 

Z 

zt* 

さらに，関税はそれまで輸入されていた質の

一部を，圏内で自給自足させる効果をもっとい

う結論を得た。特に関税によっ!て生産を自国で

自給するようになる質とは，比較優位が逆転す

る近傍の質である。したがって，外国との激し

い競争を強いられている国内企業を保護する手

段として，差別財の輸入に対する関税は非常に

有効な手段であるといえよう。

しかし，このような産業内貿易モデルは，技

術格差を貿易の根拠とするブラム・ヘルブマン

やファルベイ・キーツコフスキー型の産業内貿

易モデ、yレの重要性を否定するわけではない。た

だ，要素賦存比率の差異を根拠とする産業内貿

易も起こりうるということを，説明するのみで

ある。

最後に，垂直的に差別化された財における産

業内貿易の実証分析は，私が知る限り，きわめ

て少ない。産業内貿易の理論が現実をどの程度

説明できるかを知るために，実証分析は非常に

重要である。したがって，産業内貿易の実証分

析は今後の課題といえよう。
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付録 l

Eはその定義から，Kx/Lx=Kv/Lvを満たす

ような質であり，よって， (1)式， (2)式，

(4 )式及び(5 )式より，

主計)β(予)トβ(ι-!)

と示される。一方，賃金と資本レンタルの変動

に対する差別財の変動をdp(z) とすると，

1 (β1β 
dp(z)= ; ~:) w1-srs[(1一β)w+βrJ

+crz企(1-1)

と書ける。したがって，貿易によっても価格が

変動しない質fとは，dp (z*) = 0を満たす質
であり，よって(1-1)より，

z*=士(!)作

と示される。(12)式は次のように変形される。

示r/長=一β'/α (1-3) 

(1-3) を(1-2)に代入すると，

z寸前β(予)1β(ι-!)=主

付録2

初めにβ~βFの場合を示す。閉鎖経済下の労働豊

富国における質Oの差別財の価格をp(0)，その

賃金と資本レンタルをW とr，自由貿易下の質

Oの差別財の価格をPw(O)，その賃金と資本レ

ンタルをWw，rw，資本豊富国における質Oの差

別財の価格を臥(0 )，その賃金と資本レンタル

をWK，rKとする。自由貿易の結果，賃金と資本

レンタルが変化し， p( 0 )， PK ( 0 )も変化する。
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貿易による賃金と資本レンタルの変化率は

命>0 > r ~K < 0 < rK 
と示される。したがって， rK<rW<rである。差

別財の価格の変化率は

p(O)二(1一β)命+β;<(1-ß')~+β';=0 
(2 -1) 

PK(O)=(1一β)WK十β九>(1一β')WK+β'

rK=O (2 -2) 

と示される。したがって， p( 0) >Pw( 0) >PK 

( 0 )である。よって図5が描かれる。したがっ

て，均衡では，資本豊富国は差別財全体を輸出

し，労働豊富国は同質財を輸出する。

β<βFのときは (2-1)と (2-2)は次の

ように変わる。

長(0)=(1一β)W+β去>(1一β')W+β'去=0

(2 -3) 

弘(0)=(1-β)WK+β九<(1一β')WK+β'

rK=O (2-4) 

したがって， p(O) <Pw(O) <PK(O)であるo

z=Z*で、あり，z*とは貿易後も価格が変わらない

質であるので， p(z*)二Pw(Z*)=PK(Z*)とな

る。以上より，図6が描かれる。したがって，

均衡では，資本豊富国は E以上の質をネットで

輸出し Z以下の質をネットで輸入する。
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